
                  会 員 69 名中  48 名出席 出席率 69.57%  

修 正 57 名出席      出席率 82.61%  

ﾒｲｸｱｯﾌﾟ 9 名 

例会場：ウエディングエルティ 福島市野田町一丁目１０－４１ ／ 開催日：毎週水曜日 12 時 30 分 

◆会長挨拶   菅野 良二 会長                      
3 月 6 日、台湾から４つのロータリークラブから来県され県北第一分区主催の 

歓迎会がエルティで盛大に開催されました。今日、台湾東部にて午前 8 時 58 分に

マグニチュード 7.2 の地震が発生しました。台湾東部は甚大な災害が発生しました。

早急に台湾の４つのロータリークラブの兄弟、姉妹のロータリーアンに被害状況を

お知らせ頂きたくメールさせて頂きました。内容によっては当クラブからの支援も

しなければならないと考えております。 

3 月 27 日は福島南ロータリークラブ 53 周年記念夜間例会が開催され親クラブの福島ロータリークラブ

会長箱岩偉様、幹事中川宏樹様、子クラブである福島 21 ロータリークラブ会長小林利光様、幹事渡邊邦彦

様、姉妹クラブ東京麹町ロータリークラブ会長斎藤栄太郎様、姉妹クラブ担当須藤仁様、時園茂樹様と来賓

７名を迎えて盛大に行われました。親睦委員委員長林克重様、はじめ親睦委員会の皆様、会場監督の鈴木光

一様、はじめ SAA の皆様大変お世話様になり感謝申し上げます。 

今月は環境月間の月日です。ロータリーは、人類共通のレガシーである「環境」を守ることが重要だと  

信じています。ロータリーは、天然資源の保全と保護を促進し、環境の持続可能性を高め、人と環境との  

調和を促す活動を支援します。補助金やその他のリソースを提供し、地域特有のソリューションと革新を 

奨励しながら、気候変動と環境破壊の原因、及びその影響の削減に取り組んでいます。今、世界は大変な時

が来ております。温暖化現象により山火事、干魃、水害と甚大な被害が各地で起きています。それらは、  

私たち人間がおこした現象と言えるのではないでしょうか？今からでも遅くはありません。温室効果ガス

の排出削減による気象変動の原因への取り組み、自然災害の為の植林など出来ることから皆さんで行って

頂きたく思います。後世代の為に残すのは個人的な財産ばかりでは有りません。1 番大事なのは自然豊かな

環境ではないでしょうか？豊かな森林を残すことで温室効果ガスの削減、自然豊かな海からの資源を得る

ことが出来る環境は必ずして私たちが今、やるべきことです。 

◆古希のお祝い 李 喜蔓さん  

◆米山奨学生ｶｳﾝｾﾗｰ委嘱状授与 鈴木 洋子幹事 

                        奨学生：呉 佳洛（ゴ カラク）さん 

                          

古希 李 喜蔓 様 
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◆次年度組織表の発表 赤間 浩一 会長ｴﾚｸﾄ             4 月はロータリーの 

                                                    「環境月間」です！ 

◆ﾛｰﾀﾘｰの友の時間 大野 順道 委員     

 

 

 

 

 

 

次年度どうぞよろしくお願いいたします。 

有意義な記事がたくさんあります、ぜひお読みください。 

◆ガバナー補佐スピーチ 県北第１分区ガバナー補佐 安部 敏弘 様      
本日の朝に台湾大地震が発生してしまいました。先日の台湾 RC との交流会でお会い

した方々のご無事をお祈りすると共に、早急な復興を願いたいものです。 

今年度も早いもので、残すところ 3 か月を切りました。貴クラブへのガバナー補佐訪

問は、ガバナー公式訪問と合わせると今年度４度目となりました。本来ですと、貴クラ

ブへの訪問予定日は今月 17 日でありましたが、諸事情により本日に繰り上がりました。 

貴クラブへの私のガバナー補佐としての訪問は、少々早いのですが、本日が最後となります。思い返せば、

ガバナー補佐と言う大任をお引き受けした時の思いは、浅学菲才の自分なので、率先垂範でのリーダーシッ

プはとうてい私には無理との思いで、先ずは、RI 会長ゴードン R・マ

ッキナリーのテーマ、そして右近ガバナーの地区基本方針を自分なり

に何とか理解しつつ、あくまでも主役は 7 クラブそれぞれのクラブ 

会員の皆様であると捉えて、分区行事を基本にガバナー補佐任務を 

7 クラブの会長幹事さんと共に実践して行ければ良いと考えました。 

時が立つにつれまして、7 クラブ会長幹事の皆さんとも親交が深まり

緊張もほぐれて来ました。が、今もって私自身、ガバナー補佐の責務

をはたしてきちんと果たせていたのか、本当に皆さんのお役に立てて

いたのかと自問自答が尽きませんが、私自身「幸せだなぁ」と感じたことを話させて頂きたいと存じます。 

① 本年度のガバナーが、2019～20 年度福島 RC 会長の右近八郎様で、私と同年度会長であったこと。 

② 心もとない私を支える分区幹事を快く引き受けてくれて、サポートして頂いていること。 

③ 福島南 RC 菅野会長、鈴木幹事はじめ、7 クラブ会長幹事全員が人柄も良くフレンドリーであったこと。 

④ 会長幹事を軸にロータリー活動に熱心に取り組まれそれぞれに良い個性と特色があること。 

⑤ 右近ガバナーから県北第一分区のクラブは皆優秀で RI2530 地区を代表する分区であると言われたこと。 

⑥ 特に、貴クラブにおかれましては、菅野良二会長のもとに、会員増強目標に高い目標（会員増強 16 名、

全 81 名）を掲げて、積極的にオープン例会を開催して着実に実績を作られておられます。 

また、今年 2 月にはフィリピン、セブロータリークラブとの友好クラブ締結。そして 3 月 6 日には大盛

会となりました台湾 4 つのクラブとの交流会開催と素晴らしい成果をお作りになられましたこと。 

貴クラブへあらためて敬意と感謝を申し上げます。 

⑦ この年度に新たなロータリアンとの出会いが、たくさん出来たこと 

挙げれば切りがないくらいに右近ガバナーのモットーEnjoy the rotary Pride の通り、楽しいシーンを沢山体

感出来ましたことは、今年度のガバナー補佐冥利に尽きる時でありました。周りの方々に感謝・感謝です。 


